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本論文は「Perceptually-motivated Automatic Error Classification for Japanese Lexical 

Prosody in Non-native Speech（非母語話者の日本語単語発話における韻律的誤りの知覚

的側面からの自動分類）」と題し、合成音声を用いた母語話者の知覚実験結果から、日

本語単語音声の韻律に関する判断境界の定式化を行い、それに基づいて、アクセント型、

長母音／短母音、促音化の発音誤り検出・同定手法を、発音教育システムへの利用を念

頭に置いて開発したもので、全8章からなり、英文で書かれている。 

第１章は「Introduction」であって、外国語発音教育における計算機援用システム(CALL

システム)の必要性について述べた後、日本語学習者にとって、アクセント型に代表さ

れる語彙レベルの韻律の学習が問題となっており、発音誤りを精度良く自動分類するシ

ステムが求められるとしている。さらに、このためには、母語話者の韻律知覚特性を反

映させることが重要であるとしている。 

第２章は ｢ Nonnative Pronunciation Improvement and CALL Systems with Error 

Classification as a Systems as a Solution」と題し、まず、非母語話者が発音を学ぶ上で、

発音誤りの自動分類／検出を精度良く行うCALLシステムが求められるとしている。次

に、音声生成と知覚に関する従来の研究を概説し、非母語話者の音声生成と知覚が、母

語話者のそれとどのように異なり、何が問題となるかを整理している。その上で、非母

語話者が当該言語の発音を獲得するための要点を整理し、CALLシステムの有するべき

機能をまとめている。先行するCALLシステムについて概観し、学習者母語に特化した

システムの有効性と問題点を論じ、本論文では、学習者母語によらないシステムの開発

を目指すとしている。また、音声の韻律的特徴、特に単語レベルでの特徴を対象にする

としている。最後に、第３章以降の構成を概略している。 

第３章は「Overview of Japanese Prosody and Prosody Acquisition by Nonnatives and 

Proposal for Error Classification Algorithm Development」と題し、まず、日本語の単語音声

の韻律に関連するものとして、アクセント型、長母音／短母音、促音化を取り上げ、そ

れぞれについて概説している。次に、非母語話者音声に見られるこれらの発音誤りにつ

いて、米語、韓国語、中国語を母語とする場合に焦点を当てながら概観している。母語

の影響を受けて発音誤りの様子が多岐に渡ることを指摘し、その様な中で、発音誤りの

分類／検出を精度良く行うためには、特徴量を系統的に制御した合成音声を用いた母語

話者を聴取者とした知覚実験によって、正誤の判断境界を求める必要があるとしている。

最後に、特徴量（基本周波数、長さ）をどの様に制御して合成音を作るかについて述べ

ている。 



第４章は「Preliminary Analysis of Japanese Pitch Accent Perception」と題し、アクセン

ト型に関してminimal pairとなる有意味単語（音素構成が同じでアクセント型により意味

が異なる単語の組）を用いたアクセント型の知覚実験とその結果を述べ、次章の判断境

界を求めるための詳細な知覚実験の要点を整理している。 

第５章は「Automatic Accent Recognition for Error Classification based on Equations 

Derived from Perceptual Experiments」と題し、アクセント型に対応するモーラ間の基本

周波数の上昇と下降の知覚に焦点を当てた種々の知覚実験を行ない、知覚の判断境界を、

シグモイド関数を用いて定式化している。その際、長母音を含む場合と含まない場合に

ついて個別に取り扱っている。整理した結果に基づき、アクセント型の発音誤りを分類

／検出する手法を開発している。比較対象として、モーラの基本周波数平均値などのパ

ラメータを用いた識別器をSVM(Support Vector Machine)で構築し、開発した手法の有用

性を示している。 

第６章は、「Perceptually-motivated Automatic Recognition of Vowel Length」と題し、長

母音／短母音の識別について、前章のように知覚実験を行って判断境界を求め、それに

基づいて手法を開発している。判断境界は、発話速度の影響を受け、それを考慮に入れ

た知覚実験と結果の定式化を行っている。比較対象として、HMM音声認識器による識

別実験を行い、開発手法の優位性を示している。 

第７章は、「Automatic Detection of Gemination with Equations based on Perceptual 

Experiments」と題し、第６章と同様な枠組みで促音化の識別手法を開発している。促音

化は、摩擦音、破裂音、破擦音、鼻音で起こるが、それぞれ、発話速度ごとに実験を行

い、全体として、HMM認識器を超える性能を達成している。 

第８章は、「Conclusion」と題し、本論文での成果の概要を述べ、今後の発展につい

て議論している。 

以上を要するに、本論文は、日本語の単語音声の韻律を対象とした計算機援用発音教

育(CALL)システムへの利用を念頭に置いて、特徴を系統的に制御した合成音声を用い

た知覚実験により母語話者の判断境界を求めて定式化し、それによってアクセント型、

長母音／短母音、促音化の発音誤り検出と同定を、従来手法を超える性能で行なう手法

を開発した。母語話者の知覚に即した手法となっており、母語話者にどの程度理解され

るかの指標が示されることからCALLシステムに有用である。CALLシステムの実用化

に大きく寄与するもので、情報通信に貢献するところが少なくない。 

よって本論文は博士（情報理工学）の学位請求論文として合格と認められる。 


